
 

英語科学習指導案（３年１組） 

令和３年 10 月８日（金曜日）９:00～９:50 ３の１教室  

  
 

１ 単 元 The Story of Chocolate（PROGRAM 5 Sunshine English Course 3） 
 
２ 単元の目標  

  チョコレートの歴史やフェアトレードについて聞いたり読んだりして考えた「貧困を無く
すために自分にできること」について、内容の構成や表現を工夫しながら、読み手（級友）
にとって読みやすく分かりやすい意見文を書くことができる。 

 
３ 単元設定の理由 
(1) 教材観 
①単元の価値 
 本単元は、チョコレートの歴史やフェアトレードについて聞いたり読んだりして考えた「貧困
を無くすために自分にできること」について意見文を書く活動を通して、読み手（級友）にとっ
て読みやすく分かりやすい文章を適切かつ正確な英語表現を用いて書く力を高めていくものであ
る。本単元の新出言語材料は、関係代名詞（主格）であり、これまで複数の文で表現していた内
容をより簡潔に伝えたり、一文に含まれる名詞に情報を加えながら詳しく伝えたりすることがで
きる。「貧困を無くすために自分にできること」について読み手（級友）にとって読みやすく分
かりやすい意見文を書く活動では、チョコレートの歴史やフェアトレードの現状、世界中の貧困
に苦しむ人々についての情報、それらに関わる自身の知識や経験等を、例や根拠として挙げたり、
内容のまとまりを意識して接続詞や副詞等を効果的に活用して文のつながりを考えたりしながら
表現する。そのため、内容を整理し、読み手に分かりやすい構成を考え、まとまりのある内容と
して表現する力を培うことができる。また、読み手（級友）にとって理解が難しい表現を、既習
表現を活用しながら伝わりやすい表現に書き換えたり、正確な英語表現を用いて書いたりするこ
とが求められるため、既習の表現を駆使しながら自分の考えを伝える表現力を養うことができる。
さらに、「『貧困を無くすために自分にできること』について読み手にとって読みやすく分かり
やすい意見文を書く」という目的において、「内容の構成を工夫したり読み手に伝わりやすい英
語を用いたりしながら文章を書く」場面は、「『貧困を無くすために自分にできること』をでき
る限り分かりやすく伝えて共感をしてもらいたい」という必要感のある状況につながる。そのた
め、内容の構成を工夫したり、読み手により伝わりやすい表現を使用したりして、主体的に意見
文を書こうとする態度を養うことができる。 
②単元の系統性 
・１年生では、自分の好きな人を紹介する活動を通して代名詞（人称や指示、疑問、数量を表す

もの）の用法を理解し、人や物の特徴について伝える技能を養ってきた。 
・２年生の PROGRAM 7 では、環境問題や発展途上国の人々の暮らしについて学び、国際協力の

視点からよりよい世界をつくっていくために自分にできることについて、意見を述べ合う力を
育んだ。３年生の Reading２では、マララさんの生き方について書かれた文章を読んで思いや
考えを述べ合ったり意見文を書いたりすることで、よりよい社会をつくっていくためにできる
ことについて、思考を広げ、思いや考えを伝える思考力、判断力、表現力等を身に付けていく。 

(2) 生徒観（男子 16 名、女子 17 名 計 33 名） 
・知識・技能については、身に付けた語句や文法の知識を活用して、自分の思いや考えを書くこ

とができる生徒が多い。一方で、語句や文法の知識を正しく活用しながら文章を書くことに課
題がある生徒がおり、書かれた文章の中には、語句や文法における誤りが見られる。これは、
学習してきた知識の定着が曖昧であったり、誤った知識を正しいと思い込んで使用していたり
することが原因である。 

・思考・判断・表現については、自分の思いや考えについて、内容面を膨らませながら構成を工
夫して文章を書くことができる生徒が多い。一方で、自分が伝えたい表現を、辞書アプリ等を
用いて深く考えずに英語に訳してしまっているため、読み手が理解できない表現を使う生徒が
多い。これは、専門用語や級友が理解できない単語等を、既習事項を活用したり級友が理解で
きる表現に言い換えたりしながら表現する力が育成されていないことが原因である。 

(3) 指導観 
・既習の知識に基づき、正確な表現を書くために自己修正やピアチェックを行い、さらに文法校

正アプリを活用した文法の修正の学習過程を経ることで、文章中の文法の誤りに気付き、修正
する技能を養えるようにする。 

・帯活動では、本題材に関わる専門用語や単語等を級友が理解できるような簡単な表現に言い換
えたり説明したりする活動を継続して行うことで、既習事項や相手が理解しやすい表現を活用
しながら、話したり書いたりする力を養えるようにする。 



 

４ 指導と評価の計画 英語科 ３年 PROGRAM 5  The Story of Chocolate （全９時間計画） 

目
標 

チョコレートの歴史やフェアトレードについて聞いたり読んだりして考えた「貧困を無く
すために自分にできること」について、内容の構成や表現を工夫しながら、読み手（級友）
にとって読みやすく分かりやすい意見文を書くことができる。 

評
価
規
準 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

①関係代名詞（主格）の使用 
場面や用法を理解している。 

②既習事項や関係代名詞（主
格）を正確に用いながら、
「貧困を無くすために自分
にできること」について意
見文を書くことができる。 

聞いたり読んだりしたことを
基に「貧困を無くすために自
分にできること」についての
自分の考えや感じたことをま
とめ、内容の構成や表現を工
夫しながら、読み手にとって
読みやすく分かりやすい意見
文を書くことができる。 

聞いたり読んだりしたことを
基に「貧困を無くすために自
分にできること」についての
自分の考えや感じたことをま
とめ、内容の構成や表現を工
夫しながら、読み手にとって
読みやすく分かりやすい意見
文を書こうとしている。 

過
程 

時
間 

◎目標・課題 ○学習活動 
重
点 

記
録 

備考 

つ 

 

か 

 

む 

 

 

１ 

◎「貧困を無くすために自分にで
きること」についての自分の考
えや感じたことを書こうとして
いる。 

 
 
 
 

○本単元の活動の目的・
場面・状況等を知り、
意見文を書く活動に取 
り組む。（試しの活動） 

○Can-do Listを用いて、
言語面と内容面における
本単元の個人目標を設定
する。 

 
 
 

態  ・単元を通して、
本題材に関わる
専門用語や単語
を、既習事項を
用いて言い換え
たり説明したり
させる指導を継
続して行う。 

 
 
 
・単元を通じて、

読み手にとって
読みやすく分か
りやすい意見文
を書くための要
点を掲示し、意
識させ続ける。 

 その際、「読み
やすい」の要点
は、「内容の構
成が工夫されて
いること」、 

「分かりやすい」 
の要点は、「正
確な英語を用い
ること」「既習
表現を用いて伝
わりやすい表現
を用いること」
とする。 

・本単元を通して
指導したことが
どの程度身に付
いたかを評価す
るために後日ペ
ーパーテストを
行う。 

 

追 

 

究 

 

す 

 

る 

１ 

◎関係代名詞（主格）whoの使用場
面や用法を理解し、それが使わ
れた「チョコレートの起源」につ
いて書かれた教科書本文を読ん
で内容を理解することができ
る。 

 
 
 
 
 

○関係代名詞（主格）who
を使って、ペアで会話を
行う。 

○教科書本文を黙読した
り音読したりしながら、
内容を理解する。 

○チョコレートの歴史に
ついて分かったことを、
写真やキーワードを参考
に伝え合う。 

知 
① 
 

 

１ 
◎関係代名詞（主格）whichの使用
場面や用法を理解し、それが用
いられた「現代のようなチョコ
レートが生まれた経緯」につい
て書かれた教科書本文を読んで
内容を理解することができる。 

 
 
 
 
 

○関係代名詞(主格）which
を使って、ペアで会話を
行う。 

○教科書本文を黙読した
り音読したりしながら、
内容を理解する。 

○「現代のようなチョコレ
ートがどのように生まれ
たのか」について分かっ
たことを、写真やキーワ
ードを参考に伝え合う。 

知 
① 
 

 

１ 

◎関係代名詞（主格）thatの使用場
面や用法を理解し、それが用い
られた「カカオ農園の問題」や
「フェアトレード」について書
かれた教科書本文を読んで内容
を理解することができる。 

 
 
 
 
 

○関係代名詞（主格）that
を使って、ペアで会話を
行う。 

○教科書本文を黙読した
り音読したりしながら、
内容を理解する。 

○「カカオ農園の問題」や
「フェアトレード」につ
いて分かったことを、写
真やキーワードを参考に
伝え合う。 

知 
① 
 

 

単元の課題：「貧困を無くすために自分にできること」について、内容の構成や表現を工夫し
ながら、読み手（級友）にとって読みやすく分かりやすい意見文を書こう。 

「カカオ農園の問題」を解決するた

めの１つの方法であるフェアトレー

ドとはどのようなものだろうか。  

「現代のようなチョコレート」はど

のように生まれたのだろうか。  

「貧困を無くすために自分にでき
ること」は何だろうか。  

昔、「チョコレート」はどのように

人々に楽しまれていたのだろうか。  



 

１ 

◎チョコレートの歴史やフェアト
レードについて聞いたり読んだ
りして考えた「貧困を無くすた
めに自分にできること」につい
て、メモを基に意見を述べ合う
ことができる。 

 
 
 
 
 

○前時に学習したフェア
トレードのよい点やそれ
に関わる自身の経験等に
ついて考えを伝え合う。 

○「貧困を無くすために自
分にできること」につい
て、意見を述べ合う。 

○意見を述べる際に必要な
情報を、「ロイロノート
（デジタルシンキングツ
ール）」にメモする。 

思  

ま 

 

と 

 

め 

 

る 

１ 

◎「貧困を無くすために自分にで
きること」について、これまで
の学習を通して集めた情報や自
身の経験等を基に、内容の構成
を工夫しながら、意見文を書こ
うとしている。 

 
 
 
 
 

○「貧困を無くすために
自分にできること」につ
いて、情報や経験等を基
に意見文を書く。 

○互いの意見文を読み合
い、質問をしたり意見を
伝えたりしながらやり取
りをする。 

○友達の意見文を読んでや
り取りをすることを通し
て更に付け加えたい情報
や修正したい内容を、意
見文に書き込む。 

態 
 

○ 態：記述分析 
・「貧困を無くす
ために自分にで
きること」につ
いて、これまで
に集めた情報や
自身の経験等を
基に内容の構成 
を工夫しながら、 
意見文を書こう 
としている。 

１ 

◎「貧困を無くすために自分にで
きること」について、読み手 
（級友）にとって読みやすく分
かりやすい意見文にするために
、文章の内容の構成に修正を加
えたり、情報を付け加えたりす
ることができる。 

 
 
 
 

○意見文の内容の構成に
修正を加えたり、情報を
付け加えたりする。 

○書いた文章を読み返し
て、文法上の誤りを自己
修正したりピアチェック
をしたりしながら、正確
な文法が用いられた文章
になるように修正する。 

思 ○ 思：記述分析 
・「貧困を無くす
ために自分にで
きること」につ
いて、読み手に
とって読みやす
く分かりやすい
意見文になるよ
うに、内容の構
成に修正を加え
たり、情報を付
け加えたりする
ことができてい
る。 

１
（
本 

時
） 

◎文法校正アプリを活用し文法上
の誤りを既得の知識に基づき修
正したり読み手に伝わりやすい
表現に書き換えたりしながら、
読み手（級友）にとって読みや
すく分かりやすい意見文になる 
ように書き換えることができる。 

 
 
 
 
 

○文法校正アプリを活用
して指摘された文法上
の誤りを修正する。 

○文法校正アプリを活用
して文法上の誤りを修
正した意見文をペアで
読み合い、「読みやす
く分かりやすいか」と
いう点についてコメン
トや感想を伝え合う。 

知 
② 

○ 知②：記述分析 
・文法上の誤りを
既得の知識に基
づき修正したり
読み手に伝わり
やすい表現に書
き換えたりしな
がら、読み手に
とって読みやす
く分かりやすい
意見文になるよ
うに書き換える
ことができてい
る。 

１ 

◎「貧困を無くすために自分にで
きること」について、内容の構
成や表現を工夫しながら、読み
手（級友）にとって読みやすく
分かりやすい意見文を書くこと
ができる。  

 
 
 
 

○前時までの内容の構成
や表現への修正を基に、
意見文を完成させる。 

○完成した意見文を読み
合い、考えや感想を述べ
合う。 

○本単元の振り返りを通
して、自己目標の達成状
況を振り返り、次の課題
を明らかにする。 

表 ○ 表：記述分析 
・内容の構成や表
現を工夫しなが
ら、読み手（級
友）にとって読
みやすく分かり
やすい意見文を
書くことができ
ている。  

 
 

「貧困を無くすために自分にでき
ること」について、内容の構成を
工夫しながら意見文を書こう。  

読み手にとって読みやすく分かり
やすい意見文になるように、内容
の構成に修正を加えたり、情報を
付け加えたりしよう。  

読む人にとって読みやすく分かり
やすい意見文になるように、文法
上の誤りを修正したり、伝わりや
すい表現になるように書き換えた
りしよう。  
 
 

読む人にとって読みやすく分かり
やすい意見文を完成させよう。  

「貧困を無くすために自分にでき
ること」は何だろうか。  



 

５ 本時の展開 （８／９） 
(1) 目 標 文法上の誤りを修正したり読み手に伝わりやすい表現に書き換えたりしながら、読

み手にとって読みやすく分かりやすい意見文に書き換えることができる。 
(2) 展 開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点及び支援・評価 
１ 帯活動を行う。 
○本題材に関わる専門用語や単語
を、既習表現を活用して言い換え
たり説明したりする。 

２ 本時の課題をつかむ。 
○教師のモデル文を読み、読みやすく
分かりやすい意見文にするために、
表現を修正する際の要点をつかむ。 
 

 
 
３ 文法校正アプリを使って文法上

の誤りを修正する。 
○文法校正アプリで指摘された文法
上の誤りを修正する。 

・前時に文法の誤りを修正したつも
りだったが、アプリを使うとまだ
こんなに誤りがあるんだな。 

・この誤りは、関係代名詞が正しく 
使えていないことによるものだな。 

・誤りを修正したが、修正後の表現
は習っていないから伝わりにくい
かもしれないな。 

○代表生徒の修正中または修正後の
文章を読みながら、修正した表現
がより読みやすく分かりやすくな
っていることを確認する。 

・既習事項を使って、誤りを修正す 
ると、分かりやすい表現になるな。 

 
○代表生徒の修正を参考に、更に文
章を修正する。 

・これまでに習った知識を使って、
誤りを修正して、読む人にとって
分かりやすい意見文にしよう。 

・誤りを、辞書アプリを使って修正
したが、習っていない表現なので
分かりにくいな。どう言い換えた
らいいだろう。 

４ 修正した文章を読み合う。 
○ペアで意見文を読み合い、コメント
や感想を伝え合う。 

・正確で伝わりやすい表現を使うこと
で、分かりやすいと言ってもらえて
嬉しい。 

５ 本時のまとめと振り返りをする。 
○Can-do Listに本時のまとめと振り
返りを書く。 

 
 
 
 
 

○専門用語や単語を、既習事項を活用して言い換えたり説
明したりするための表現を板書して示すことで、次の活
動で生かすことができるようにする。 

 
○本単元において前時までに確認してきた、読み手にとっ
て読みやすく分かりやすい意見文を書くための要点を板
書しながら再度確認することで、要点を意識しながら本
時の活動に取り組めるようにする。 

 
 
 
○文法校正アプリで指摘された文法上の誤りや伝わりにく
い表現は、指摘された理由をグループで確認し合ったり
教え合ったりしながら修正を行わせることで、既習事項
を基に表現を書き換えることができるようにする。 

○既習事項が十分に身に付いていないことから指摘された
誤りを修正することが難しい生徒には、辞書アプリや教
科書の文法上の知識がまとめられているページ等を活用
させることで、修正できるようにする。 

○辞書アプリや教科書上の知識がまとめられているページ
を活用しても指摘された誤りを修正できない生徒には、
文法の規則を個別で伝えたり、関連する知識を振り返ら
せたりすることで、修正できるようにする。 

○代表生徒の意見文を、「ロイロノート」の画面共有を使
って全体に共有することで、修正した箇所が明確になる
とともに、修正したことによって文章がより分かりやす
くなったという効果を実感できるようにする。 

○代表生徒が既習事項を活用して誤りを修正している点を
よい例として伝えることで、既習の知識を活用して誤り
を修正しようとする意識を高められるようにする。 

○誤りを修正し終えた生徒には、他の生徒の修正を手伝う
ようにさせる。その際、代表生徒が修正した例を参考に
させることで、既習事項を活用しながら文章を修正する
手助けができるようにする。 

 
 
 
 
 
○修正した文章をペアで読み合い、「読みやすく分かりや
すい意見文か（文法が正確かどうか・既習事項を活用し
て伝わりやすい表現になっているか）」という点につい
てコメントや感想を伝えさせることで、本時の学習を通
して文章がよりよくなったことの実感をもたせられるよ
うにする。 

○本時の目標に対して「できたこと」と「課題」について
振り返りをさせることで、自身の成果と課題を明らかに
し、次の学習に生かすことができるようにする。 

 

課題：読む人にとって読みやすく分かりやすい意見文になるように、文法上の誤りを修正
したり、伝わりやすい表現になるように書き換えたりしよう。  

  

 

 

【知識・技能】 
文法校正アプリを活用し文法上の誤りを修正したり読
み手に伝わりやすい表現に書き換えたりしながら、
読み手にとって読みやすく分かりやすい意見文に書
き換えることができている。  （意見文への記述） 

＜「学びの質」を高めるための具体的な手立て＞ 
(1)デジタルシンキングツールを活用した、表現内容と修正の過程の視覚化 
(2)自己省察力と自己修正力を高めるためのピアチェック活動の設定と文法校正アプリの活用 

＜まとめ・振り返り＞ 
・自分では見つけることができなかった間違いを見つけ、修正することができた。これから、

文章を書くときには今回の学習を生かし、正しい表現を使えるようにしたい。 
・これまでに習った表現を活用することで、読み手にとって分かりやすい意見文になった。今後

文章を書く際には、これまでに習った表現を使っていきたい。 


